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「
和
讃
の
お
は
な
し
」

　
　
　
　
　
　
真
宗
大
谷
派
　
鍵
役

　
　
　
　
　
　
　
宣
心
院
　
大
谷
　
暢
文

『
現
世
利
益
和
讃(

二)

』

山
家
の
伝
教
大
師
は

　

国
土
人
民
を
あ
は
れ
み
て

　

七
難
消
滅
の
誦
文
に
は

　

南
無
阿
弥
陀
佛
を
と
な
ふ
べ
し

(

天
台
宗
比
叡
山
の
伝
教
大
師
・
最
澄
上
人

は
、
こ
の
国
の
人
民
す
べ
て
を
哀
れ
み
な

さ
っ
て
、
七
難
消
滅
の
誦
文
と
し
て
、
南

無
阿
弥
陀
佛
を
称
え
よ
と
お
教
え
く
だ
さ

い
ま
し
た
。)
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発
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真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
天
満
別
院

　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市
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区
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天
満
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八−

二
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電　

話　

六
三
五
一−
三
五
三
五

代
表
者　

輪　

番　

長
谷
山
法
雄

編　集　後　記

　
今
、天
満
別
院
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
　
　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
天
満
別
院

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
完
成
ま
で
も
う
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
河

　
伝
教
大
師
・
最
澄
上
人
は
、
比
叡
山
延

暦
寺
を
お
開
き
に
な
っ
た
方
で
す
。
最
澄

上
人
は
、
延
暦
二
十
三(

八
〇
四)

年
、
弘

法
大
師
・
空
海
上
人
と
と
も
に
、
当
時
の

中
国
・
唐
の
国
に
留
学
さ
れ
、
円
教
、
密

教
、
禅
、
戒
律
の
四
宗
を
日
本
に
請
来
さ

れ
ま
し
た
。
四
宗
の
う
ち
の
円
教
と
は
天

台
法
華
宗
の
こ
と
で
、
成
立
は
中
国
の
天

台
大
師
・
智
顗
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
天
台
宗
は
、
釈
尊
一
代
の
教
え

を
教
判
な
さ
っ
て
『
法
華
経
』
を
釈
尊
の

出
世
本
懐
の
経
典
と
し
、
一
念
三
千
の
円

頓
止
観
の
法
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
悟

り
に
至
ろ
う
と
し
た
の
で
す
。
こ
の
教
え

を
平
安
時
代
の
日
本
に
伝
え
た
の
が
最
澄

上
人
で
す
。
そ
こ
に
、
密
教
と
禅
と
菩
薩

戒
を
加
え
て
、
さ
ら
に
浄
土
教
を
融
合
さ

せ
て
日
本
天
台
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
い
わ
ば
、
一
大
総
合
仏
教
と
し
て
の

殿
堂
で
す
。
こ
こ
か
ら
鎌
倉
仏
教
の
多
く

の
祖
師
が
輩
出
し
ま
し
た
。
親
鸞
聖
人
も

そ
の
お
一
人
で
す
。

　
今
こ
の
御
和
讃
で
は
、
最
澄
上
人
が
、

鎮
護
国
家
の
法
と
し
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

を
称
え
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
詠
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
聖
徳
太
子
か
ら

平
安
時
代
ま
で
の
仏
教
は
、
日
本
国
家
の

た
め
の
仏
教
で
し
た
。
平
安
時
代
の
真
っ

只
中
に
生
き
た
最
澄
上
人
の
ご
使
命
も
、

日
本
の
国
を
い
か
に
安
ん
じ
る
か
と
い
う

一
点
に
あ
り
ま
し
た
。
当
時
国
を
安
ん
じ

る
に
は
、
七
難
を
避
け
る
こ
と
と
考
え
ら

六
月
の
法
座
・
行
事

　
　
　

　
十
一
日
・
同
朋
の
会
例
会
（
午
後
三
時
）

                     

大
阪
教
区
第
七
組

　
　
　
　
　
　
敎
應
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
建
部
　
智
宏  

師

　
　
　
　
　
　
長
教
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
稲
垣
　
洋
信
　

師

　

   

十
二
日
・
闡
如
上
人
御
逮
夜
・
常
永
代
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
後
二
時
）

　
　
　
　

　
十
三
日
・
闡
如
上
人
御
命
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
八
時
）　
　   

　　
十
八
日
・
存
如
上
人
御
祥
月
御
命
日

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　   （
午
前
八
時
）

二
十
三
日
〜
二
十
四
日

　
　
　
　
・
夏
の
御
文
法
要
　
　

　
　
　
　     

京
都
教
区
山
城
第
五
組

　
　
　
　
　
　
正
蓮
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
平
原
　
晃
宗 

師
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　   （
午
後
一
時
半
）

二
十
四
日
・
正
信
偈
書
写
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
十
時
）　

二
十
七
日
・
宗
祖
聖
人
御
逮
夜

　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　（
午
後
二
時
）

二
十
八
日
・
宗
祖
聖
人
御
命
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
八
時
）

※
今
月
の
定
例
法
話
は
夏
の
御
文
法
要
勤

修
の
為
お
休
み
で
す
。
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弥
陀
の
回
向
成
就
し
て

　

往
相
・
還
相

　
　
　

ふ
た
つ
な
り

　
　

（
法
語
カ
レ
ン
ダ−

よ
り
）

♦
よ
う
こ
そ
お
参
り

　
　
　
　
く
だ
さ
い
ま
し
た

　　
去
る
五
月
十
七
日
、
京
都
教
区
近
江
第

二
組
坊
守
会
様
が
お
参
り
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
輪
番
の
挨
拶
の
後
、
別
院
の
由
緒
と

沿
革
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
展
示
し

て
い
る
六
字
城
の
額
と
戦
前
の
本
堂
の
大

き
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
上
卓
と

蓮
台
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
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れ
て
い
ま
し
た
。
七
難
と
は
、一
つ
に
は「
日

月
度
を
失
う
」、
つ
ま
り
日
食
・
月
食
の
こ

と
。
二
つ
に
は
「
星
宿
度
を
失
う
」、
こ
れ

は
彗
星
の
出
現
で
、
古
来
天
体
の
異
変
は

不
吉
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

三
つ
に
は
「
災
火
」、
四
つ
に
は
「
雨
水
の

難
」、
五
つ
に
は
「
悪
風
」、
六
つ
に
は
「
日

照
り
」、
七
つ
に
は
「
悪
賊
」。
こ
れ
ら
を

合
わ
せ
て
「
七
難
」
と
い
い
ま
し
た
。

　
七
難
を
消
滅
さ
せ
る
法
と
し
て
、
最
澄

上
人
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
お
念

仏
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
親
鸞
聖

人
は
、
お
念
仏
が
七
難
を
消
滅
さ
せ
る
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
お
念
仏
に
す
べ
て
が

収
ま
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
見
て
取
ら

れ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
お
釈
迦
さ
ま

は
、
お
念
仏
の
教
え
を
説
く
た
め
に
こ
の

世
に
お
出
ま
し
に
な
っ
た
と
い
う
出
世
本

懐
を
見
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

♦
夏
の
御
文
法
要

　
左
記
日
程
の
通
り
夏
の
御
文
法
要
を
勤

修
い
た
し
ま
す
。

記

　
日
　
時 

　  

六
月
二
十
三
日
〜
二
十
四
日 

　
　
　
　   

　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
勤
行

　
法
　
話
　
　
京
都
教
区
山
城
第
五
組

　
　
　
　
　
　
　
　
正
蓮
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
平
原
　
晃
宗
　
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　　
本
願
寺
八
代
目
の
蓮
如
上
人
は
、
真
宗

の
教
え
を
手
紙
の
形
で
人
々
に
伝
え
ひ
ろ

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
御
文
と
い
い
ま

す
。
特
に
明
応
七
年
の
夏
季
に
書
か
れ
た

四
通
は
「
夏
の
御
文
」
と
呼
ば
れ
、「
ね
ぶ

り
（
眠
）
を
さ
ま
し
て
ね
ん
ご
ろ
に
聴
聞

候
へ
」
な
ど
聞
法
精
進
を
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

◆
門
徒
会
総
会
の
ご
案
内

　
二
〇
一
七
年
度
天
満
別
院
門
徒
会
総
会

を
左
記
の
日
程
に
て
開
催
致
し
ま
す
。

記

日
　
　
時
　
　
六
月
二
十
四
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
　

場
　
　
所
　
　
天
満
別
院
一
階
講
堂

　
門
徒
会
会
員
の
方
々
に
は
、
ご
案
内
の

お
手
紙
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。
ご
確
認

の
上
、
ご
返
送
頂
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

♦
三
夜
連
続
　
法
話
の
会

　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

　
左
記
の
通
り
、
獅
子
吼
の
会
に
よ
る
第

十
三
回
　
三
夜
連
続
　
法
話
の
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
記

日
時
　
　

　
七
月
三
日
（
月
）、四
日
（
火
）、五
日
（
水
）

　
　
　
各
日
午
後
六
時
〜
午
後
八
時
ま
で

会
場
　
難
波
別
院

　
※
現
在
山
門
工
事
中
の
た
め
、
出
入
り
　
　
　

　
　
口
が
南
側
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

　『
し
ん
ど
い
け
れ
ど
…
南
無
阿
弥
陀
仏
』

　
　
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
諸
課
題
に

　
　
　
　
　

　
お
念
仏
は
ど
う
響
く
の
か

講
師
　
獅
子
吼
の
会
　
会
員

参
加
費
　
入
場
無
料

　　『
こ
こ
だ
け
が
　
無
辺
の
中

の
　
現
住
所
』 

　
一
日
二
十
四
時
間
、
体
の

行
動
状
態
は
行
・
住
・
座
・

臥
の
何
れ
か
で
あ
る
。
心
の

動
き
、
は
た
ら
き
は
煩
悩
具
足
の
身
、
怒
り
、

腹
立
ち
、
そ
ね
み
、
ひ
ま
な
く
縁
に
ふ
れ

て
た
え
ず
お
こ
る
、
煩
悩
の
盛
ん
な
こ
と
。

そ
ん
な
身
を
も
っ
て
在
る
の
は
い
つ
で
も

こ・

・

・

・

こ
だ
け
し
か
な
い
。
こ
の
こ
こ
が
身
の

現
住
所
、
だ
れ
と
で
も
か
わ
れ
な
い
、
わ

が
身
ひ
と
り
の
存
在
。
こ
こ
を
今
い
た
だ

い
て
い
る
。
賜
っ
て
い
る
。
よ
く
よ
く
こ

の
こ
と
を
思
う
と
何
と
不
思
議
よ
り
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
こ
と
に
あ
る
こ
と
難
い

中
に
あ
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
尊
く

有
り
難
い
こ
と
な
の
で
す
。
こ
れ
が
い
の

ち
を
い
た
だ
い
て
い
る
現
実
な
の
で
し
ょ

う
。

　
稀
に
い
た
だ
い
た
こ
こ
、
こ
こ
が
い
の

ち
、
そ
の
尊
さ
に
気
づ
か
ず
に
粗
末
に
し
、

お
ろ
そ
か
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
に
中
々
目
覚
め
な
い
の
が
こ
の
身
で
す
。

仏
の
教
え
は
、
教
え
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ

て
尊
い
こ
と
、
大
切
な
こ
と
に
少
し
も
気

づ
か
な
い
身
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
教

え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
つ
ま
り
教
え
を
聞

く
よ
り
ほ
か
に
道
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
わ
が
身
の
す
が
た
、
現
住
所
が
わ
か

れ
ば
自
と
、
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
か
知
ら
さ
れ
る
。

　
町
の
案
内
地
図
に
そ
の
設
置
場
所(

現
在

地)

が
「
こ
こ
」
と
印
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
目
的
地
に
行
く
に
は
ど
の
道
を
い
け

ば
よ
い
か
わ
か
る
の
で
す
。
自
分
の
現
在

居
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
目
的
地

に
到
着
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
現
在
地(

現

住
所)

と
は
わ
が
身
の
真
相(

し
ん
の
す
が

た)

が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
だ
。
掲
示
伝
導

の
こ
と
ば
を
と
お
し
て
知
ら
さ
れ
た
。

輪番雑感


